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が強くないことから、口臭は	Pg	の質によって発生すると仮定した。METase は Pg も保有
するアミノ酸分解酵素であり、VSC であるメチルメルカプタンを合成する。このメチルメ
ルカプタン産生量は Pg の菌株ごとに大きく異なる。また、生薬であるコウボクが METase












伝達システムの SK	と RR	の２つのタンパク質が関与する TCS	に着目し、Pg	の TCS 遺伝子
















別記様式第 7 号（第 16 条第 3 項関係）	
	




学 位 授 与 の 条 件	 学位規則第 4 条第 1・2 項該当	
論	 文	 題	 目	





主	 	 査	 教授	 香西	 克之	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 印	
	
審査委員	 教授	 柴	 秀樹	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	





判	 	 定	 	 合	 	 格 
	
上記３名の審査委員会委員全員が出席のうえ，平成 29 年 12 月 6 日の第７回広島大学研究科





	 ３	 コウボクによる	METase	抑制機構について 
	 ４	 コウボクによる	Pg	mgl	mRNA	発現抑制と	CH3SH	産生減少の量的関係について	
	 ５	 コウボクによるバイオフィルム形成と細胞付着の抑制機構について	
	 ６	 口臭予防に関する臨床的展望について	
	
 
	 	
	 これらに対して極めて適切な解答をなし，本委員会が本人の学位申請論文の内容及び関係事
項に関する本人の学識について試験した結果，全員一致していずれも学位を授与するに必要な
学識を有するものと認めた。	
	
	
	
	
	
